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松
島
手
樽
元
気
な

花
火
大
会
・
手
樽
収
穫
祭

　

10
月
22
日
、
23
日
手
樽
海
浜
公
園
で

手
樽
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
北
方
面
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
や
五
大
堂
太
鼓
の
演
奏
、
D
A
N

C
E 

S
T
U
D
I
O 

R
E
L
A
T
I

O
N
の
生
徒
約
１
０
０
人
に
よ
る
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
０
０
０
発
の
花
火
が
手
樽

の
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

花
火
が
上
が
っ
た
際
に
は
、
観
客
か

ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
か
ら
11
月
23
日
ま
で
、「
瑞

巌
寺
・
円
通
院
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
２

０
２
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
は
瑞
巌
寺
本
堂
に
て
点

灯
式
が
執
り
行
わ
れ
、
関
係
者
が
出
席

し
イ
ベ
ン
ト
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
夜
の
松
島
に
映
え
る
鮮
や

か
な
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

瑞
巌
寺
・
円
通
院

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

①

⑤

⑥

⑦

②③

④

秋の松島に人の賑わい
　  色鮮やかな松島の夜
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２
０
２
２
ま
つ
し
ま

　
　
　
　

産
業
ま
つ
り

　

10
月
30
日
に
文
化
観
光
交
流
館
で
２

０
２
２
ま
つ
し
ま
産
業
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
牡
蠣
な
ど
の
食
べ
物
だ
け

で
な
く
親
子
輪
投
げ
大
会
も
開
催
さ
れ

る
な
ど
子
ど
も
達
も
楽
し
そ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
か
ら
は
、
久
し
ぶ
り
の
開

催
で
す
ご
く
楽
し
い
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
文
化
観
光
交
流
館
で
文

化
観
光
交
流
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
の
部
で
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
・
販
売
の
部
で
は
、
様
々
な
展

示
・
販
売
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
各
ブ
ー
ス
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
ア
ー
ト
広
場
」
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

多
く
の
方
が
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
祭
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、

仮
装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

当
日
は
、
１
，５
０
０
人
ほ
ど
の
来

場
者
が
松
島
の
芸
術
の
秋
に
触
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
観
光
交
流
ま
つ
り

⑨

⑧

⑬

⑫
⑩

⑪

⑭

⑮⑰ ⑯

①円通院紅葉ライトアップ　②金魚すくい取れるかな？
③瑞巌寺参道和傘の演出　④瑞巌寺ライトアップ　⑤手樽海浜公園でみんな
仲良く！　⑥東北方面音楽隊による演奏　⑦松島祭連竹谷舞による演舞　
⑧子どもアート広場（高城保育所さくら組作品）　⑨五大堂太鼓による演奏　
⑩瑞巌寺杉道和傘の演出　⑪オハナ松島とマカレアのフラダンス　⑫手樽の
空を彩る花火　⑬これからが旬の牡蠣　⑭入場者で賑わう産業まつり　⑮輪
投げ入るかな？　⑯光る提灯を持って来場者が会場を彩りました　⑰花火
を撮影する様子
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11
月
５
日
に
松
島
町
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
4
年
ぶ
り
と
な
っ
た
訓
練
で
は
、
高

城
避
難
所
で
の
避
難
所
開
設
訓
練
の
ほ
か
、
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
消
防
団
を
は
じ
め
と
す
る
防

災
関
係
機
関
な
ど
、
15
機
関
、
約
５
０
０
人
が
参

加
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
被
害
状
況
の
確
認

や
消
防
団
な
ど
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練
な
ど
25
種

目
の
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
の
う
づ
く
り
体
験
や
水
消
火
器
体
験

な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
親
子

が
参
加
し
、
防
災
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

４
年
ぶ
り
に

　
　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

松
島
に
歩
行
者
天
国
が
！

　

10
月
28
日
、
29
日
、
30
日
の
３
日
間
、
各
日
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
松
島
海
岸
地
区

に
お
い
て
、
国
道
45
号
を
通
行
止
め
に
し
、
歩
行

者
天
国
と
す
る
交
通
社
会
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
社
会
実
験
で
は
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
広
場

の
設
置
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
電
動
車
イ
ス
体
験

な
ど
が
あ
り
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
29
日
に
は

村
井
知
事
が
訪
れ
松
島
高
校
の
生
徒
と
共
に
歩
行

者
天
国
と
な
っ
た
国
道
45
号
を
歩
き
ま
し
た
。

　

松
島
に
訪
れ
た
方
か
ら
は
、
普
段
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
静
か
な
景
色
が
良
い
と
い
う
声
や
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
あ
っ
て
家
族

で
楽
し
め
る
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
関
係
機
関
に
お
い
て
検
証
が
な
さ
れ
、

結
果
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
の
よ
り

よ
い
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲応急手当訓練

▲広場で遊ぶ子ども達

▲土のうづくり体験

▲避難所開設運営訓練 ▲水バケツ消火訓練体験

▲炊き出し訓練 ▲初期消火訓練

▲災害防御訓練 ▲２次被害防止訓練

▲道路啓開訓練

▲倒壊家屋等救出訓練

▲情報伝達訓練

▲被害状況偵察訓練

▲歩行者天国となった国道４５号

▲松尾芭蕉に扮した村井知事と櫻井町長、浴衣や甲冑を身につけた松島高校の生徒

5 広報まつしま

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送り
しています。ぜひご応募ください。

令和３年１２月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃん
を紹介します。

〈　寄　付　・　寄　贈　〉

社会福祉協議会へ
寄贈　・千葉　七恵　様　　　　　　　　　　手編みのブランケット　　　　７枚
　　　・太田　清宜　様　　　　　　　　　　タオル類、ティシュ
　　　・渡邉　　巖　様　　　　　　　　　　手作りくつべら　　　　　１００本

町の人口
１１月１日現在住民基本台帳
（）は前月比

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，４７０ 人  
６，８８３ 人  
１３，３５３ 人  
５，７３２世帯

（  ＋  １ 人  ）
（  ー   ９ 人  ）
（  ー   ８ 人  ）
（ ＋  ２ 世帯）

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課　
　　　　　☎３５４‐５７０２

　

お
お
や
ま

り
と

大
山　

理
斗
く
ん

令
和
３
年
12
月
８
日
生
ま
れ　

長
男（
初
原
）

イ
タ
ズ
ラ
大
好
き
な
甘
え
っ
子
ボ
ー
イ
♡

　

き
む
ら

木
村　

帆
音
ち
ゃ
ん

令
和
３
年
12
月
９
日
生
ま
れ　

三
女（
磯
崎
）

癒
し
系　

た
く
ま
し
す
ぎ
る　

４
番
目
♡

　
　

 

ほ
の

お
い
か
わ

あ
お
と

及
川　

蒼
斗
く
ん

令
和
３
年
12
月
23
日
生
ま
れ　

長
男（
高
城
）

歩
く
の
大
好
き
！
塩
対
応
な
長
男
で
す
！

　

菅
野
さ
ん
は
、
平
成
５
年
12
月
に

松
島
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
令
和

３
年
12
月
ま
で
の
28
年
間
に
わ
た
り

議
会
議
員
と
し
て
高
邁
な
政
治
理
念

を
も
っ
て
町
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
町
議

会
議
員
活
動
を
通
し
て
、
地
方
自
治

の
確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

菅野　良雄さん
（幡谷）

濵田　敏幸さん
（本郷）

髙橋　幸彦さん
（磯崎）

秋 

の 

叙 

勲

旭
日
双
光
章

文
化
の
日
宮
城
県
知
事
表
彰

統
計
調
査
員
表
彰

瑞
宝
双
光
章

伊
藤　

淳
美
さ
ん
（
本
郷
）

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
業
務
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
統
計
協
会
　
会
長
表
彰

　

濵
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
４
月
に

行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、

現
在
ま
で
約
19
年
間
に
わ
た
り
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
国
民
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、
行
政
運
営
の
改
善
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

おめでとうございます 長年にわたる功績　各種表彰
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人事行政の運営等の状況について
　松島町人事行政の運営などの状況の公表に関する条例に基づき、本町の職員の任免、給与などの状況のあらましについて
お知らせします。

　●退職者数　６人　　採用者数　９人
①職員の任免及び職員数に関する状況（令和３年度）

　●能力評価及び業績評価の実施
②職員の人事評価の状況

　●職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（令和３年４月１日現在）

（注）平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当などの諸手当を含んだもの。

（注）退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額で、自己都合は、勧奨・定年以外の全ての退職事由を含みます。

③職員の給与の状況（令和３年度）

●職員数（令和３年４月１日現在）
区　　分

町　長　部　局

教育委員会部局

水 道 事 業 所

その他の部局

合　　計

職員数

１２６人

　２７人

　　７人

　　６人

１６６人

区　　分

定期健康診断

人間ドック

子宮がん検診

乳がん検診

脳ドック検診

前立腺がん検診

受　診　者　数

　３３人

１３６人

　２０人

　２０人

　２５人

　　０人

　●退職手当の状況（令和３年度）

　●期末手当　２.４０月　　　勤勉手当　１.９月

支　給　率

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

１人当たりの平均支給額

自　己　都　合 勧奨・定年

１９.６６９５月分

２８.０３９５月分

３９.７５７５月分

４７.７０９月分

３.５４９千円

２４.５８６８７５月分

３３.２７０７５月分

４７.７０９月分

４７.７０９月分

１９.８４２千円

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額

３０１,４７２円

平均給与月額

３４６,６０３円

平均年齢

４３.４歳

平均給料月額

２９９,９２５円

平均給与月額

３１９,０２９円

平均年齢

５６.１歳

　●職員の勤務時間　１日当たり７時間４５分
　（休憩時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間当たり３８時間４５分）

　●休暇等
　　年次有給休暇１人当たり平均取得日数　１０.７日
　　病気休暇　７人　育児休業および部分休業　８人

④職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（令和３年度）

　●分限処分　心身の故障による休職　２人
　●懲戒処分　なし　　　●訓告等　　なし

⑤職員の分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）

　●職員の福祉
　　職員健康診断　

　●職員の利益の保護
　　勤務条件に関する措置の要求　なし
　　不利益処分に関する審査請求　なし

　管理職員等の範囲の変更等件数　１件

⑨職員の福祉及び利益の保護の状況（令和３年度）

⑩公平委員会の業務の状況に係る宮城県人事委員会
　からの報告（令和３年度）　●松島町職員の退職管理に関する規則を制定し

　　適正に退職管理を実施

⑦職員の退職管理の状況

　●研修所研修（市町村職員研修所等）、職場研
　　修に延べ２１９人受講

⑧職員の研修の状況（令和３年度）

　●職務に専念する義務の免除
　　厚生に関する計画の実施に参加する場合
　　　職員健康診断　１６９人
　　町長が認める場合
　　　新型コロナウイルス感染症関係　６４人

⑥職員の服務の状況（令和３年度）

始　　　業 終　　　業休　憩　時　間
午前８時３０分 正午～午後１時 午後５時１５分
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松島町の職員給与等のあらまし
　本町職員の給与等について、町民の皆様により一層のご理解をいただくため、そのあらましをお知らせいたします。

⑦特別職の報酬等の状況
　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　（各年４月１日現在）

①人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳
人口(年度末)

歳 出 額
Ａ

実質収支 人 件 費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

（参考）２年度
の人件費率

３年度 R4.3.31現在
13,445人

千円
8,291,264

千円
386,268

千円
1,225,693

％
14.8

％
11.4

（注）人件費とは、特別職、一般職に支給される報酬、給料、諸手当、共済負担金等を含みます。

④職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）

区　　分 松　島　町 国

一般行政職
大学卒

高校卒

182,200円

150,600円

182,200円

150,600円

②職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
Ａ 給　料 期末勤勉

給　　与　　費

その他 計  Ｂ
１人当たり給与費

Ｂ／Ａ

４年度 人
142

千円
513,790

千円
197,800

千円
86,136

千円
797,726

千円
5,617

（注）（1）職員手当には退職手当を含みません。（2）給与費は当初予算に計上された額です。
　　　（3）特別職に支給される給与、報酬は含みません。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均給料月額 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

技能労務職

松島町

国

円
308,705

円
356,646

歳
43.3

円
300,375

円
321,132

歳
57.1

（注）（1）平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当等の諸手当
　　　　  を含んだものです。
　　　（2）一般行政職は、税務担当職員、栄養士、保健師、保育士、水道事業担当職員、幼稚園教諭、
　　　　  社会教育主事を除いた職員です。

323,711 － 42.7 286,570 － 51.1

⑤期末手当・勤勉手当の状況

松　島　町 国

12月期

6月期

計

 期末手当

 1.275 月分

1.125 月分

2.40 月分

勤勉手当

0.950 月分

0.950 月分

1.900 月分

12月期

6月期

計

 期末手当

 1.275 月分

1.125 月分

2.40 月分

勤勉手当

0.950 月分

0.950 月分

1.900 月分

（３年度支給割合）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（３年度支給割合）

（注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された
　　　平均額で、自己都合は、勧奨・定年以外の全ての退職事由を含みます。

⑥退職手当の状況（令和４年４月１日現在）

松　島　町 国

勤続25年

勤続20年

最高限度額

1人当たりの
平均支給額

勤続35年

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

 47.709 月分

1,343 千円

47.709 月分

47.709 月分

19,993 千円

24.586875 月分

33.27075 月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続25年

勤続20年

最高限度額

1人当たりの
平均支給額

勤続35年

19.6695 月分

28.0395 月分

39.7575 月分

 47.709 月分

ー

47.709 月分

47.709 月分

千円

24.586875 月分

33.27075 月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

区　分 給料月額等 期　末　手　当

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

1.675月分

1.575月分

3.25月分

(３年度支給割合)

議長等

1.675月分

1.575月分

3.25月分

843,000 円

645,000 円

544,000 円

321,000 円

275,000 円

254,000 円

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農　水

商　工

土　木

小　計

教　育

水　道

下水道

その他

小　計

合　　計

4人

38人

10人

30人

10人

0人

7人

6人

10人

115人

   

27人

7人

4人

11人

22人

164人

 

＋1人

△1人

△1人

△1人

△2人

△2人

4人

37人

10人

31人

10人

0人

7人

7人

11人

117人

27人

7人

4人

11人

22人

166人

業務増による増

退職職員による減

職員の配置換えによる減

職員の配置換えによる減

給　

料

報　

酬

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

12月期 期末手当

6月期 期末手当

計

町　長

副町長

教育長

部門
区分 職　員　数

令和3年 令和4年
主な増減理由

対前年
増減数

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を
　　　有する休職者、派遣職員を含み、臨時又は非常勤の職員を除
　　　いています。
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年末年始の業務案内【公共施設関係】

※年末年始に関わらず、出生届、婚姻届、死亡届、等の戸籍の提出は、役場１階西側の守衛室で受付します。
※マイナンバーカードを利用してのコンビニにおける証明書取得も１２月２９日から１月３日まではできません。

　年末年始のため１２月３１日㊏から令和５年１月３日㊋まで、
「家庭ごみ」と「資源物」の収集をお休みします。

１２月３０日㊎まで

３１日㊎～令和５年１月３日㊋

令和５年１月４日㊋から

通常どおりの収集

収集休み

通常どおりの収集

○年末年始の収集日程

※注意　年末最後の収集後は、ごみや資源物は絶対に出さないでくだ
　　　　さい。収集日以外のごみ搬出は絶対にしないでください。

■年末年始の「家庭ごみ」と「資源物」の収集日程

年末・年始に水道管が凍結したら 町営バス運行情報

　令和５年１月９日㊊・㊗「成人の日」は対象地区（松島区・
磯崎区・手樽区）の「燃えるごみ」のみ収集を行います。
※全戸配布している「松島町ごみカレンダー」をご確認ください。

　年末・年始に水道管の凍結などが
発生したときなどには、右記の事業
者にご連絡下さい。漏水は早急な修
理が必要となりますが、水道給水管
等の修理は町指定給水工事事業者以
外はできませんので、ご理解のほど
よろしくお願いいたします。
　なお、町指定給水工事事業は右記
事業者のほか、町外でも対応可能な
事業者もありますのでお尋ねくださ
い。
●問合先　松島町水道お客様センター
　　　　　☎２９０‐０００５

　年末年始の町営バスは次のとおり運行
します。ご利用の際はご注意願います。

　※土曜日ダイヤ：北松島線第６便、松
　　島東線第４便が運休となります。
　※日曜日運休

■１２月２６日㊊～２８日㊌　
　土曜日ダイヤで運行
■１２月２９日㊍～令和５年１月３日㊋
　運休
■令和５年１月４日㊌～６日㊎
　土曜日ダイヤで運行

●問合先　総務課環境防災班
　　　　　☎３５４‐５７８２

■１月の移動祝日（ハッピーマンデー）のごみ収集

　ご自分で一般廃棄物をごみ処理場に直接搬入される方は、
町で発行する「搬入許可書」と「一般廃棄物処理券」が必要
です。年末は１２月２９日㊍から役場が閉庁となるため、ご
みの搬入をする場合は１２月２８日㊌に「搬入許可申請」手
続きをお願いします。
●ごみ搬入先　宮城東部衛生処理組合　利府町加瀬沼字新船
　　　　　　　岡５番地
●受 付 時 間　平日８：３０～１６：３０
　　　　　　 （１２：００～１３：００は除く）
●東部衛生処理組合は１２月３１日㊏～令和５年１月３日㊋
　まで休みとなります。
　（２８日㊋申請の場合、２８、２９、３０日搬入可）
●問合先　総務課環境防災班　☎３５４‐５７８２

■家庭等から出る一般廃棄物のごみ処理場への直接搬入

業務・施設・連絡先
届出などの受付業務　※
町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５

公金収納窓口業務（支払・収納）
会計課　☎３５４‐５７０４

水道事業所（通常業務）
水道事業所　☎３５４‐５７１１

保健福祉センター「どんぐり」
健康長寿課　☎３５５‐０６６６

窓口業務
ふれあいの湯

文化観光交流館（中央公民館）「アトレ・るHall」
中央公民館　☎３５３‐３０３０　
指定管理者（株）BBI　☎３５５‐０１５５

勤労青少年ホーム（図書室含）
☎３５４‐４０３６

松島運動公園
指定管理者　マリソル松島　☎７８１‐６３２０

温水プール「美遊」
指定管理者　セントラルスポーツ（株）　☎３５３‐８５２５

B&G海洋センター（アトレ・るDome・町民グランド含む）
指定管理者　マリソル松島　☎３５３‐３６８８

町民の森（センターロッジ・キャンプ場）
指定管理者　ウイザス　☎３５３‐３９１０

児童館
指定管理者　虹の架け橋　☎３５４ー６８８８

石田沢防災センター（テレワークスペース含む）
☎２５３‐７１１０

観瀾亭・松島博物館　　　　  　☎３５３‐３３５５
福浦橋（カフェ・ベイランド）☎３５４‐３４５７
塩釜地区斎場「りふ斎苑」
「りふ斎苑」　☎３５３‐７５７１
消防事務組合環境課☎３６３‐２７７７

５㊍４㊌３㊋２㊊１/１㊐３１㊏３０㊎２９㊍２８㊌

休 休 休 休 休 休 休
休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休

休

休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休友
引 休 休 休

休

休

休

休

休 休 休 休 休 休 休休

定休日 定休日

休館日なし

収　集　日 内　　　容

（有）美和工業

松島住宅設備（株）

（有）うちみ水道

（有）水研

（有）齋藤設備工業所

（有）美和工業

松島住宅設備（株）

（有）うちみ水道

☎354-3149

☎354-4484

☎354-2710

☎354-2769

☎354-4376

☎354-3149

☎354-4484

☎354-2710

12/29㊍

30㊎

31㊏

1/1㊐

2㊊

3㊋

4㊌

5㊍

当番月日 事業者名 連絡先
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「松島町健康ポイント事業」～記念品交換についてのお知らせ～
「松島町健康ポイント事業」記念品交換の申請を受け付けています

●問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５‐０７０３●問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５‐０７０３

申請受付（記念品交換）期間 ：令和４年１２月１５日まで

交換にあたっての注意

　「松島町健康ポイント事業」にご参加いただいた方で、実施期間内に１００ポイ
ントがたまった方には、１００名限定で記念品をお渡ししています。また、申請者
の中から抽選でどんぐり賞を贈呈します。

令和４年度“どんぐり賞”はこちら →
宮城のお米をおいしく食べるセット

１００ポイント貯まったポイントカードを、下記窓口のどちらかにお持ちください。その場で記念品をお渡しします。
●窓口①　松島町保健福祉センターどんぐり（健康長寿課健康づくり班）
●窓口②　松島町役場 町民福祉課町民サービス班　　　　　　　　　　
※受付時間：平日午前８時３０分～午後５時
申請の際は、ポイントカード裏面の「開始日」及び「終了日」を
記入のうえご持参ください。

※１　記念品交換の対象は、令和４年６月１日～１１月３０日の期間中に１００ポイントが貯まったカードに限ります。
※２　記念品の交換は一人につき１つまでです。

※申請の受付期間を過ぎた場合は、記念品の交換は受け付けませんので、予めご了承ください。

申請はお早めに！

新型コロナワクチン新型コロナワクチン接種について
～年末年始の感染拡大が懸念されています。年内のワクチン接種をご検討ください。～

オミクロン株対応ワクチン接種（１２月の接種予定）

接種予約
■接種券がすでにお手元にある方は専用予約サイトから予約できます。
　 ※接種券を紛失した方、届かない方は下記にお問い合わせください。
■電話予約も可能です。（平日　午前８時３０分～午後５時）
　☎３５５‐０６６７（松島町新型コロナウイルスワクチン接種対策室）

●問合先　松島町新型コロナウイルスワクチン接種対策室　（保健福祉センターどんぐり内）　　　　
　　　　　☎３５５‐０６６７《平日の午前８時３０分～午後５時》

■集団接種（場所：保健福祉センターどんぐり）　【時間：午前９時～午前１１時・午後１時～午後３時】
　１２/１㊍、 1２/２㊎、１２/５㊊、１２/６㊋、１２/７㊌、１２/８㊍、１２/９㊎、１２/１２㊊、１２/１４㊌、
１２/１５㊍、１２/１７㊏、１２/１８㊐、１２/１９㊊、１２/２1㊌、１２/２２㊍、１２/２３㊎、１２/２６㊊
　＊集団接種は１２月末で終了します。

■医療機関接種
　松島町内の医療機関（松島病院、松島海岸診療所、中山クリニック、小野寺記念たけなか医院）
　接種できる日時は医療機関により異なりますので、予約サイトでご確認ください。
　※町外の医療機関がかかりつけの場合はかかりつけ医にご相談ください。

▲予約サイト

※写真はイメージです。

初回接種（１・２回目接種）がまだお済でない方へ
　初回接種に使用している従来型ワクチンは年内で国からの配送が終了する見込みです。初回接種を希望される方は年内
に接種を受けてください。
※オミクロン株対応２価ワクチンは初回接種が完了しないと接種できません。

　オミクロン株対応ワクチンは接種間隔が短縮され、前回接種から３か月を経過した方が接種できるようになりました。
１２歳以上でまだ一度もオミクロン株対応ワクチンを接種していない方は接種をご検討ください。
　なお、対象の方への接種券の発送は完了しています。接種記録が正しく登録されていない場合は接種券が送付されない
ため、まだ接種券が届かない方は健康長寿課にお問い合わせください。

※抽選は１月頃を予定しています。
　なお当選された方には町より
　電話でご連絡します。
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健（検）診結果を上手に活かして、未来の健康につなげましょう
町民の健康状態についてお知らせし

ます

○がん検診の結果は？ ⇒ 大腸がん検診の精密検査該当者が多い状態が続いています

○特定健康診査の結果は？ ⇒ 血糖値が高めの方が約８割でした

血糖値が高めのままだと、何がいけないの？

　血糖値が保健指導又は受診勧奨（HbA
１cが５.６％以上）の方が約８割でした。
　また、LDLコレステロールが保健指導
又は受診勧奨（１２０mg/dl以上）の方
が約５割という結果でした。LDLコレス
テロールが高いと動脈硬化の危険性が高
くなり、さらに血糖値が高いと血管を傷
つけ、脳梗塞や人工透析に繋がる危険性
が高くなります。

血糖値（HbA1c）

異常なし
２１.８%

異常なし
４９.１%

LDLコレステロール

　身体にはもともと、血糖値を正常に保つための調節機能がありますが、血糖値が高い
状態が何年も続くと調節機能が徐々に低下していきます。一度機能が低下すると、機能
が戻る可能性は低く、現状から悪化させないことが重要となります。
　血糖値が少し高めの方は、運動やバランスの良い食事を心がけると、血糖値の調整機
能を補助することができるため、自覚症状がなくても早めの対処が重要です。

松島町は、大腸がん検診精密検査を受けない方
が多く、県内で受診率ワースト１位です。
　　　　　　　　　　　　　※２０１８年度　宮城県対がん協会

大腸がんは、全国で死亡率が女性１位、男性３
位のがんです。
町では、令和３年度より精密検査該当者数が急
に増加している状態です。早期がんから進行が
んに進行するのは３～４年と言われています。
「痔だと思う」「前に検査した時にはなんともな
かった」と放置せず、精密検査を受けましょう。

保健福祉センターどんぐりで、健康相談を実施しています。健（検）診結果で、
心配なこと、気になることがありましたらお気軽にご相談ください。
☎０２２‐３５５‐０７０３　（月曜日～金曜日　午前９時～午後５時まで）

大腸がん検診　精密検査該当者数

約３０人増

１００

８０

６０

４０

２０

（人）

平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

受診勧奨
１２.４%

保健指導
６５.７%

受診勧奨
２６.２%

保健指導
２４.７%

令和４年度
健（検）診結果
より

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通
院)

・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請

　

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

　
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」
で
あ
る
12
月
３
日
か
ら
「
障

害
者
の
日
」
で
あ
る
12
月
９
日
ま
で
の
１
週
間
は

「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

に
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障

が
い
や
難
病
の
方
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
方
々
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク
で

す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
た
方
を
見
か
け
た
場

合
は
、
電
車
・
バ
ス
内
で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
声
を
か
け
る
等
、
思
い
や
り
の

あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

i
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要
介
護
認
定
に
よ
る
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　

要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
左
記
の
認
定
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
確
定
申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
課
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。）

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

手
帳
を
提
示
す
る
だ
け
で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
認
定
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
基
準
日
：
控
除
を
受
け
る
所
得
の
あ
っ
た
12
月
31

　

日
ま
た
は
死
亡
日

※
認
定
書
の
発
行
を
希
望
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で

　

す
の
で
、
介
護
保
険
証
を
持
っ
て
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
ど
ん
ぐ
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で
す
が
、
身
分
証
明
書

　

の
ご
提
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

控
除
の
種
類　

要
介
護
認
定
結
果

普
通
障
害
者　

要
介
護
１
・
２

特
別
障
害
者　

要
介
護
３
・
４
・
５

　
　
　
　
　
　

要
介
護
１
・
２
で
寝
た
き
り
度
B
ラ

　
　
　
　
　
　

ン
ク
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅲ
以
上

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

i

い
ち
お
し
健
康
塾
を
開
催
し
ま
す
！

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
自
身
の
健
康
や

食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
災

害
時
の
食
事
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

12
月
23
日
㊎

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

調
理
室

●
内　

容　

講
話
・
調
理
実
習

「
毎
日
の
く
ら
し
か
ら
防
災
を
考
え
よ
う
〜

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を
学
ぼ
う
〜
」

講
師
：
N
P
O
法
人
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
ト
大
崎

　
　
　

管
理
栄
養
士　

千
島
優
子　

先
生

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

●
そ
の
他　

感
染
症
拡
大
等
で
調
理
実
習
を
中
止
と

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
ま
つ
し
ま
の
方
も
一
緒
に

　

参
加
し
ま
す
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）
☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

※
申
込
締
切
：
12
月
16
日
㊎

i
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す

　

頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
は
、
動
脈
硬
化
の
有
無
や
、

血
管
の
つ
ま
り
具
合
、
プ
ラ
ー
ク
（
血
管
壁
の
隆
起

し
た
塊
）
の
大
き
さ
を
調
べ
る
事
が
で
き
る
検
査
で

す
。
30
分
程
度
で
痛
み
も
被
曝
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
人
の
死
因
第
１
位
は
が
ん
、
２
位
は
心
疾
患
、
４

位
は
脳
血
管
疾
患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

動
脈
硬
化
が
影
響
し
て
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
病
気

で
す
。
定
期
的
な
検
査
で
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
検
査
日　

毎
週
㊌
、
第
２
・
第
４
㊍

　

午
後
２
時
、
午
後
２
時
30
分
、
午
後
３
時

※
予
約
の
際
は
内
科
外
来
の
受
診
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先　

松
島
病
院
内
科
外
来　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

i

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
交
付

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
27
年
12
月
２
日
〜
昭
和
28
年
１
月
１
日
生
ま
れ
）

に
高
齢
受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

12
月
22
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

i

風
し
ん
の
抗
体
検
査
は

お
済
み
で
す
か
？

　

公
的
な
風
し
ん
予
防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ
た
方

を
対
象
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
検
査
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
は
左

記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　
　

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

●
実
施
期
間　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
注
意
事
項　

・
検
査
の
結
果
、
十
分
な
量
の
抗
体
が
な
い
方
の
み

　

予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
、
予

　

防
接
種
費
用
も
無
料
で
す
）。

・
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

　

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
は
、
当
日
の
体
調
や
基
礎
疾
患
な
ど
で

　

受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

　

医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む

取
組
宣
言
認
証
制
度
」
に

つ
い
て

　
『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
』

と
は
介
護
職
員
が
長
く
働
け
る
仕
組
み
が
あ
る
介
護

事
業
所
を
『
宮
城
県
介
護
人
材
確
保
協
議
会
』
が
認

証
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認

証
制
度
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認

　
　
　
　
　

証
制
度
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
４
３
‐
８
５
６
５

i
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水
道
管
を
冬
の
寒
さ
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

i
　

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道
管
の
中
で
水
が
凍

る
と
、
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
道
管

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
凍
り
や
す
い

の
は
、
北
側
や
風
当
た
り
の
強
い
場
所
で
露
出
し
て

い
る
水
道
管
・
給
湯
器
な
ど
で
す
。
漏
水
時
の
修
理

費
用
及
び
漏
水
分
の
料
金
も
お
客
様
の
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、
凍
結
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
防
止
対
策

①
長
期
間
留
守
に
す
る
際
は
、
水
抜
栓
を
閉
め
る
。

②
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
の
稼
働
状
態
の
確
認
。

③
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
散
水
栓
等
の
水
抜
き
確
認
。

④
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
タ
オ
ル
や
毛
布
な
ど
を

　

巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
布
を
入
れ

　

た
り
す
る
。

●
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
あ
て
て
、
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

蛇
口
を
開
け
た
ま
ま
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
水
抜
栓
を
回
し
て
水
を
止
め
て
か
ら
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
町
外
で
も
対
応
可
能
な

事
業
者
も
あ
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　

☎
２
９
０
‐
０
０
０
５

令
和
５
年
４
月
採
用
予
定

松
島
町
職
員
採
用
試
験（
初
級
）

i
●
試
験
区
分　

初
級

●
職　
　

種　

土
木

●
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

●
受
験
資
格　

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以
上
の

　

学
校
に
お
い
て
土
木
系
学
科
を
専
攻
し
、
同
学
校

　

を
卒
業
し
た
人
又
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間　

　

①
持
参
す
る
場
合　

12
月
１
日
㊍
〜
12
月
14
日
㊌

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

※
㊏
・
㊐
・
㊗
は
除
き
ま
す
。

　

②
郵
送
の
場
合
は
12
月
14
日
㊌
必
着

●
試
験
日　

一
次
試
験　

令
和
５
年
１
月
22
日
㊐

　
　
　
　
　

二
次
試
験　

令
和
５
年
２
月
下
旬
頃

●
場　

所　

一
次
試
験　

宮
城
県
自
治
会
館

　
　
　
　
　

二
次
試
験　

松
島
町
役
場

●
問
合
先　

総
務
課
総
務
管
理
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
１

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

i
　

水
道
事
業
所
で
は
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
効
率
的
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
、
上
下
水
道
料

金
な
ど
に
関
す
る
窓
口
業
務
を
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
受
託
業
者
が
水
道
事
業
所
（
松
島
浄
化

セ
ン
タ
ー
内
）
に
設
置
す
る
「
松
島
町
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
」
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務

①
水
道
料
金
に
関
す
る
窓
口
等
受
付
業
務
。
②
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
③
使
用
開
始
・
中
止
に
伴
う

現
地
で
の
開
栓
・
閉
栓
作
業
④
納
入
通
知
書
の
作
成
、

発
送
業
務
⑤
上
下
水
道
料
金
の
収
納
業
務　

な
ど

●
問
合
先　

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
９
０
‐
０
０
０
５

●
営
業
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
㊏
・
㊐
・
㊗
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く

※
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
受
託
会
社
「
第

　

一
環
境
株
式
会
社
」
の
社
員
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
・
知
識
が

今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

女
性
会
員
も
お
掃
除
や
な
ど
で
多
数
活
躍
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

松
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
３
５
３
‐
４
５
０
５

募

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
（
移
住
）

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
事
業
の
ご
案
内

　

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
で
は
、

県
外
の
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
に
在
学
中
の
皆

さ
ん
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
の
相
談
、
求
人
紹
介
、

諸
経
費
の
補
助
等
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス

　

☎
２
１
６
‐
５
０
０
４

　
　

iju
m
iya
g
i@
p
a
so
n
a
.c
o
.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
s://m

iya
g
i-iju
g
u
id
e
.jp
/

i

▲メール用

▲HP用

女
性
農
業
者
の
社
会
参
画
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
〜
農
業
委

員
会
女
性
の
活
躍
の
推
進
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
の
活
動
が
、
地
域
農
業
の
将
来
を
見

据
え
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
、
性
別
や
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
女
性
や
青
年
農
業
者
、
認
定
農
業
者
等

の
担
い
手
、
地
域
農
業
の
振
興
に
理
解
の
あ
る
住
民

な
ど
の
多
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
よ
る
と
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

で
は
、
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
30
％
と

す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
令
和
５
年
７
月
に
改
選
時
期
を
迎
え
ま
す
。

募
集
は
令
和
５
年
２
月
頃
の
予
定
で
す
。

　

女
性
で
農
業
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
５
７
０
７

i

ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を

i
　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
路
面
凍
結
や
積
雪
に
よ
り
滑

走
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
よ
り
一
層

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
車
間
距
離
は
十

分
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
交
換
は
早
め

に
行
い
、
凍
結
路
面
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

塩
釜
警
察
署 

松
島
交
番

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
０
２
４

松
島
町
成
人
式

（
二
十
歳
を
祝
う
会
）に
つ
い
て

i
　

松
島
町
の
成
人
式
典
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

で
検
討
し
、
協
議
し
た
結
果
「
松
島
町
成
人
式
（
二
十
歳
を

祝
う
会
）」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
（
二
十
歳
を
祝
う
会
）
の
開
催
に
あ
た
り
、
11
月

１
日
現
在
で
松
島
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
20
歳
を
迎
え

る
皆
様
に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
20
歳
を
迎
え
る
方
で
、
11
月
１
日
現
在
松
島
町
外

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、
今
後
転
出
を
予
定
し
て
い
る

方
で
松
島
町
の
式
典
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日　

令
和
５
年
１
月
８
日
㊐

●
対　

象　

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

　
　
　
　
　

月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

広報まつしま13

庄
司
恵
子
・
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
М
Ｉ

親
娘
ラ
イ
ブ　

開
催

　

新
年
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
は
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、

笑
い
あ
り
の
庄
司
恵
子
・
K
A
S
U
M
I
の
親
娘
ラ

イ
ブ
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

●
日　

時　

令
和
５
年
１
月
22
日
㊐

●
時　

間　

午
後
１
時
開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

大
ホ
ー
ル

●
料　

金　

前
売　

１
，５
０
０
円　

当
日　

２
，０
０
０
円

　

18
歳
以
下
一
律
１
，０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

11
月
22
日
よ
り
発
売
中

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

　

①
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

　

②
佐
藤
新
聞
店

　

※
電
話
で
の
取
り
置
き
も
可
能
で
す

●
問
合
先　

文
化
観
光
交
流
館

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　
　
　
　
　

※
原
則
㊊
は
休
館
日
で
す
。

　

12
月
29
日
㊍
〜
１
月
３
日
㊋
は
お
休
み
で
す
。　

i
防
火
に
対
す
る
日
頃
の
思
い
を

標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

消
防
本
部
で
は
毎
年
住
民
の
皆
様
か
ら
防
火
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

12
月
12
日
㊊
〜
令
和
５
年
１
月
12
日
㊍

●
応
募
資
格

　

塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・
七
ヶ
浜
町
・
利

府
町
に
居
住
又
は
勤
務
・
通
学
す
る
方
。

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

・
小
学
生
の
部
（
小
学
４
年
生
以
上
）

　

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組

　
　
　
　
　

合
消
防
本
部

　
　
　
　
　

h
ttp
://sio

sh
o
u
.jp
/

               

☎
３
６
１
‐
０
１
１
９

募

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

交
通
秩
序
の
保
持
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
内
容　

街
頭
指
導
（
登
校
・
出
勤
時
間　

平

　

日
の
み
月
４
回
程
度
）、
交
通
安
全
教
室
、
各
種
行

　

事
等
に
お
け
る
交
通
指
導
な
ど

●
報　
　

償　

年
報
償
・
出
動
手
当
支
給

●
福
利
厚
生　

傷
害
総
合
保
険
に
よ
る
補
償
あ
り

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

募
自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
・
一
般
）

●
応
募
資
格　

　
「
推
薦
」
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
成

　

績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
成
績
を
修

　

め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

　
「
一
般
」
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
方　
　
　

●
受
付
期
間　

「
推
薦
」
10
月
１
日
㊏
〜
12
月
２
日
㊎
ま
で

「
一
般
」
10
月
１
日
㊏
〜
令
和
５
年
１
月
６
日
㊎

●
試
験
日

「
推
薦
」
令
和
５
年
１
月
５
日
㊍
〜
７
日
㊏

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

「
一
般
」
令
和
５
年
１
月
14
日
㊏
〜
15
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

●
問
合
先　

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

　
（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
説
明
会

i
　

塩
釜
税
務
署
で
は
、
事
業
者
を
対
象
に
「
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を
対
象
に
、

登
録
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
登
録
申
請

相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※
各
回
と
も
定
員
（
15
名
）

●
日　

時　

12
月
21
日
㊌　

①
午
前
10
時　

②
午
後
１
時
30
分

①
主
に
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け

②
主
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
向
け

●
会　

場　

塩
釜
税
務
署　

三
階
会
議
室

●
申
込
先　

塩
釜
税
務
署　

①
個
人
課
税
第
一
部
門 

☎
３
６
２
‐
２
１
５
２

②
法
人
課
税
第
一
部
門 

☎
３
６
２
‐
２
１
５
３

※
申
込
期
限
は
、
12
月
16
日
㊎
ま
で

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
者
の
方
へ

i
　

外
国
人
の
従
業
員
の
方
が
帰
国
（
出
国
）
す
る
場

合
、
住
民
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
事
業
者
の

方
か
ら
手
続
き
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

●
住
民
税
の
一
括
徴
収

　

特
別
徴
収
し
て
い
る
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
退
職

時
に
支
給
す
る
給
与
や
退
職
金
か
ら
残
り
の
税
額
を

一
括
で
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
納
税
管
理
人
の
選
任

　

帰
国
が
１
月
２
日
以
降
の
場
合
、
帰
国
し
て
も
新

年
度
の
住
民
税
が
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

納
税
管
理
人
の
選
任
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
税
管
理

人
の
申
請
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
松
島
町
役

場
財
務
課
税
務
班
の
窓
口
で
配
布
及
び
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

財
務
課
税
務
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

個
人
事
業
者
の
皆
様
へ

「
決
算
の
し
か
た
」
及
び
確

定
申
告
に
つ
い
て

①　

個
人
事
業
者
の
皆
様
向
け
に
、
決
算
の
方
法
・

　

注
意
点
等
を
説
明
す
る
動
画「
決
算
の
し
か
た（
青

　

色
申
告
編
・
白
色
申
告
編
・
農
業
所
得
編
）
」
を

　

Y
o
u
T
u
b
e
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲

　

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

　

点
か
ら
、
令
和
４
年
分
確
定
申
告
書
は
、
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
e
‐
T
a
x
で
作
成
し

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
申
告
書
作
成
会
場
で
も
、
ご
自
身
で
ス

　

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
操
作
し
て
申
告
書
等
を
作
成

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

塩
釜
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
１
５
１　

内
線
42

　

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

i
松
島
町
消
防
団
出
初
式
を

行
い
ま
す

　

新
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
松
島
町
消
防
団
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
に
よ
る
凜
々
し
い
行
進
が
披
露
さ
れ
ま

す
。

●
日　

時　

１
月
９
日　

㊊
・
㊗　

午
前
10
時
〜

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館

●
内　

容　

観
閲
、
式
典
、
表
彰
伝
達

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
４

i
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、

行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

12月6日㊋、1月10日㊋、
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

塩竈市保健センター
12月5日㊊

午後2時～午後5時

松島町保健福祉センター12月15日㊍
午後2時～午後5時

役場会議室

無 料 相 談

12月1日㊍、12月15日㊍
午前10時～午後4時

12月9日㊎、1月13日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

12月7日㊌、12月21日㊌
午前9時～午前11時30分

12月17日㊏
午前10時～午後3時

12月13日㊋
午後1時30分～午後4時30分

12月14日㊌、12月21日㊌
午後1時～午後4時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

女性の悩み電話相談

相続相談会

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

多賀城市市民活動サポートセンター
101会議室

塩釜保健所

塩釜保健所

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時
宮城県がん総合支援センター

利府町保健福祉センター

特定非営利活動法人キミノトナリ
  　　　　　　　　　　☎050-3503-7707

正午～午後6時
（水・日を除く）

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0703

宮城県行政書士会　塩釜支部
   　　　　　　　　　　☎080-1687-6450

▲HP用

移
住
希
望
者
が
町
内
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
探
し
て
い
ま
す
！

　

近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
購
入
ま
た
は
賃
貸
可
能

な
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
情
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
居
住
が
困
難
な
物
件
等
に
関
し
て
は
、
掲
載
を
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
）

　

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
掲
載
に
係
る
手
続
き
等

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
】

　
●
問
合
先　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

募
ス
マ
ホ
教
室
参
加
者
募
集

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
方

向
け
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
入
門
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
・
開
催
場
所

　

12
月
８
日
㊍　

松
島
町
役
場 

会
議
室　

　

①
10
時
②
11
時
③
14
時
④
15
時

　

①
・
③
：
基
礎
講
座　

②
・
④
：
活
用
講
座

●
参
加
費　

無
料
（
事
前
予
約
要
）

●
募
集
人
数　

各
回
12
名
程
度

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

募

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
iya
g
i-

m
a
tsu
sh
im
a
.lg
.jp
/in
d
e
x.c
fm
/

1
2
.0
.4
6
.4
4
3
.h
tm
l

令和５年用国土緑化運動・育樹運動ポスター
原画コンクール中学校の部で「宮城県優秀賞」受賞
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まちの話題プラス

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》
● ブックラリーのお知らせ １２月４日㊐まで開催中です
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　新型コロナウィルスの影響や災害・悪天候により、臨時休館
や繰り上げ閉館となる場合があります。
● 休　館　日　月曜日（今月は５日・１２日・１９日・２６日）
　　　　　　　 年末年始休館日　１２月２９日㊍～１月３日㊋　　
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

納期限にご注意
町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
●納期限　12月26日㊊
・ 固定資産税　　　　　　４期
・ 国民健康保険税　　　　９期
・ 介護保険料　　　　　　５期
・ 後期高齢者医療保険料　６期
●納期限　1月4日㊌
・ 水道料金　　　　　　12月分
● 問合先
・ 町税について　　　　　　　　　
 　財務課税務班　　　　 ☎３５４-５７０３
・ 介護保険料について
　 健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６７７
・ 後期高齢者医療保険料について
　 町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
・ 水道料金について
　 水道お客様センター　 ☎２９０-０００５

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間

診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

《今月のおすすめ本》

「 レッドゾーン 」
　　　　　　　    　夏川　草介　著

　信州のとある公立病院。未知のウィルスとの闘いが始まった。
コロナ第一波で初めて患者を受け入れた医療現場のリアルな様
子が描かれている。医療従事者が数々の困難に立ち向かってい
たことに改めて感謝させられる。
　現役の医師である著者の、実際の臨床現場で自らの体験を元
にした物語。

「 爆弾 」　　　　　　　　   　     　　 　　　　呉　勝浩 著
「 よって件のごとし　三島屋変調百物語八之続 」宮部　みゆき 著
「 星屑 」　　　　　　　　   　     　　 　　　 村山　由佳 著
「 「天気が悪いと調子が悪い」を自分で治す本 」 佐藤　純 編
「 妻六法 」　　　　　　　　　　森　公任・森元　みのり 著

「 ようかいむらのふしぎとしょかん 」 たかい よしかず  作・絵
「 神社のえほん 」　　　　　　　　　　　　　　 羽尻　利門 作
「 ビーカーくんがゆく！工場・博物館・実験施設 」　えたに夫婦 著
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

 

≪話題の本≫

ボランティア活動で地域に貢献
品井沼駅周辺・事務所周辺でシルバー会員が環境美化活動

　１０月１５日、シルバー人材センター北部地区の会員
有志ら約２０名でJR品井沼駅周辺の草刈り作業を行い
ました。
　この作業も今年で２３回目になるそうです。
　JR東日本仙台地域センターの松橋会長から激励の言葉
をいただき、駅を管理する品井沼ステーション（有）の星
代表が立ち会う中で、駅周辺の環境美化に努めました。
この活動は、地域貢献に向け、今後も継続していくそう
です。

　令和５年用国土緑化運動・育樹運動
ポスター原画コンクール中学校の部に
おいて、松島中学校２年の鹿野松太郎
さんの作品「輪廻～神が踊る木～」が
「宮城県優秀賞」を受賞しました。鹿
野さんの作品は（公社）国土緑化推進
機構主催のコンクールに推薦されます。

歯科休日診療
☎362-2238
☎366-5503
☎353-2161
☎357-6099
☎356-2548
☎367-1774
☎364-6478
☎362-6213
☎356-2548
☎365-7721

郷家歯科医院
多賀城中央歯科医院
松島中央歯科医院
かわぐち歯科医院
吉田歯科医院
引地歯科医院
杉山歯科医院
こう歯科クリニック
吉田歯科医院
ササキ歯科クリニック

㊐
㊐
㊐
㊐

㊏・繁忙
㊐・繁忙
㊊・繁忙
㊋・繁忙
㊐
㊊・㊗

12月  4日
12月11日
12月18日
12月25日
12月31日
1月  1日
1月  2日
1月  3日
1月  8日
1月  9日

塩釜市本町10-3
多賀城市八幡3-6-12　都ビル2F
宮城郡松島町松島字陰ノ浜7-7
宮城郡七ヶ浜町汐見台6-2-11
宮城郡利府町中央3-2-2
塩釜市藤倉2-3-11
多賀城市大代5-2-1
多賀城市下馬2-8-5
宮城郡利府町中央3-2-2
塩釜市錦町7-6

アマモ場再生活動を実施しました
　１１月５日に福浦橋でNPO法人環境
生態工学研究所による「松島湾アマモ
場再生活動」が実施されました。この
活動は、震災による津波で激減した藻
場を再生するため、砂団子を使いアマ
モの生育に適した砂泥環境に近づける
ことを目的としており今回が１０回目
となります。
　福浦橋を訪れた人は、パネルを使っ
た解説を受け、海に設置されたマトに
向かって砂団子を投げ入れていました。
参加者の中にはリピータ－もいるよう
です。

12月の納期限
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

新
規
寄
贈
資
料
の
ご
紹
介
②　

佐
々
木
玄
龍

げ
ん 　

り
ゅ
う

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

10
月
10
日
に
七
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館
で
「
二
市
三

町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
松
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク

ル
「
紙
ひ
こ
う
き
」
も
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
企

画
の
段
階
か
ら
各
市
町
の
代
表
者
が
関
わ
り
、
当
日

も
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
分
担
す
る
な
ど
例
年
以
上
に

自
主
的
な
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
松
島
町
の
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
、
他
市
町
の
参
加
者
と
交
流

し
な
が
ら
大
会
種
目
で
あ
る
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
に
は
児
童
館
に
集
ま
っ
た
小
学

生
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
日
頃
の
研
修
の
成
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

松
島
ま
る
ご
と
学

四
大
観
巡
り
・
歴
史
巡
り

　

10
月
・
11
月
に
四
大
観
巡
り
（
五
小
）
と
歴
史
巡

り
（
二
小
・
五
小
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
大
観
巡
り
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
る
４

つ
の
展
望
地
、
偉
観
（
七
ヶ
浜
町
・
多
聞
山
）
、
幽

観
（
松
島
町
・
扇
谷
）
、
麗
観
（
松
島
町
・
富
山
）、

壮
観
（
東
松
島
市
・
大
高
森
）
を
１
日
で
巡
り
、
富

山
で
坐
禅
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

歴
史
巡
り
で
は
松
島
海
岸
周
辺
の
圓
通
院
・
天
麟

院
や
観
瀾
亭
な
ど
を
巡
り
、
松
島
町
の
歴
史
文
化
に

つ
い
て
じ
っ
く
り
学
び
ま
し
た
。

▲観瀾亭で『松島ダテナビ』を
　体験しました

▲富山の美しい景色を前に坐禅体験

 　 　

　

11
月
に
元
松
島
町
長
伊
藤
政
治
氏
旧
蔵
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
掛
け
軸
や
色
紙
な

ど
１
５
０
点
以
上
と
多
数
の
た
め
、
今
後
整
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中

か
ら
一
点
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
書
は
漢
字
二
文
字
が
「
篆
書
体
」
と
呼
ば
れ
る
古
い
文
字
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
文
字
目
は
不
明
で
す
が
、
二
文
字
目
は
「
鶏
」
に
見
え
ま
す
。
瑞
巌
寺
学
芸
課
長
の
新
野
一

浩
さ
ん
は
「
吐
鶏
」
と
読
め
る
の
で
は
、
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
吐
綬
鶏
」
だ
と

す
れ
ば
太
陽
に
向
か
っ
て
虹
色
の
気
を
吐
く
伝
説
上
の
鳥
の
事
に
な
り
ま
す
。

　

佐
々
木
玄
龍
は
現
在
の
埼
玉
県
、
忍
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
林
春
斎
（
日
本
三
景
の
名
づ
け

親
）
の
門
下
で
儒
学
を
学
び
ま
す
。
名
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、
湯
島
の
聖
堂
の
扁
額
の
揮
毫
を

行
っ
た
ほ
か
、
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
し
た
際
の
返
書
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
松

島
に
も
作
品
が
遺
さ
れ
、
観
瀾
亭
と
伊
達
家
の
帆
船
で
あ
る
孔
雀
丸
の
扁
額
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
森
田
）

観瀾亭の扁額

読み方が分かる方はご教授ください

て
ん
し
ょ

お
し

し
ゅ
ん
さ
い

へ
ん
が
く

く
じ
ゃ
く
ま
る

か
ん
ら
ん
て
い

と 

じ
ゅ
け
い
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松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
12
月
2
日
㊎　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

集
合
場
所
：
七
ヶ
浜
多
聞
山
駐
車
場

　

行 

き 

先
：
四
大
観 
多
聞
山
（
七
ヶ
浜
町
）

②
12
月
６
日
㊋　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

内　
　

容
：
料
理
教
室
（
災
害
に
備
え
る
パ
ッ

　
　
　
　
　
　

ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を
学
ぼ
う
）

　

持 

ち 

物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

　

経　
　

費
：
３
０
０
円
程
度

③
12
月
14
日
㊌　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
３
時

　

集
合
場
所
：
J
R
高
城
町
駅

　

行 

き 

先
：
七
北
田
川

　

経　
　

費
：
６
０
０
円
程
度

④
12
月
22
日
㊍　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

行 

き 

先
：
松
島
海
岸
界
隈
を
歩
く

　

経　
　

費
：
２
０
０
円
（
バ
ス
代
）

●
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物
、
①
③
昼
食
持
参

●
そ
の
他　

雨
天
、
警
報
発
令
時
は
中
止
。

●
連
絡
先　

土
井　

☎
３
５
３
‐
２
１
１
７

※
初
め
て
参
加
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
島
町
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
を
紹
介
し
ま
す

　

松
島
町
で
は
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
コ
ス
モ
ス
松
島
の
菊
池
直
哉
さ
ん
、
令
和

４
年
８
月
か
ら
合
同
会
社
心
・
愛
（
介
護
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
コ
コ
・
ア
）
の
松
本
裕
子
さ
ん
に
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
は
、
町
の
認
知
症
施
策
の
推

進
役
と
し
て
、
町
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
協
力
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
支
援

体
制
構
築
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。▲松島町認知症地域支援推進員の

　菊池さん（左）と松本さん（右）

11
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
尾
形　

康　
　

（
磯
崎
）　

◆
大
友　

つ
や
子
（
幡
谷
）

◆
後
藤　

節
子　

（
松
島
）

◆
磯
田　

明
男　

（
磯
崎
）

◆
大
友　

和
子　

（
高
城
）

◆
宮
本　

泰　
　

（
磯
崎
）

◆
渡
部　

榮
助　

（
高
城
）

◆
品
川　

悦
子　

（
高
城
）

＜ オニオンスープのポットパイ ＞

　健康になるためのヒントやおいしく食べるコツを学んで、食生活改善推進員（ヘルスメイト）とし
て町の食育を推進しましょう！詳しくは、下記までお問合せください。
●活動内容　定例会（毎月第４金曜日）、地域での食育活動など
●会　　費　２,０００円（１年分）　●問合先　健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３

　玉ねぎを飴色に炒めるのは時間がかかりますが、レンジで加熱することで時短でき
ます。また、カップにパイ生地をのせることで、ワンランク上のスープになります。
中のスープをシチューなどにするのもおすすめです。
１２月２５日はクリスマスです♪家族みんなで作ってみてはいかがでしょうか？

（作り方）
① パイシートは室温に戻しておく。
② 玉ねぎは薄切りにする。耐熱容器に玉ねぎ、半量
　 のバター（２０g）を入れてふんわりとラップをし、６００Wのレンジで４分加熱する。
③ ベーコンは１cm幅に切る。
④ フライパンに①の玉ねぎを入れ、残りのバター（２０g）を加えて弱火で飴色になるまで炒める。ベー
　 コン、コンソメ、白ワイン、水を加えて沸騰したら弱火にし、ふたをして１５分煮る。塩、こしょう
　 を加えて味をととのえる。
⑤ パイシートは半分に切り、耐熱容器よりひとまわり大きく伸ばす。
⑥ 耐熱容器に④を等分に入れる。容器のふちに溶き卵を塗り、パイシー
　 トを被せてしっかりとはりつけ、表面に溶き卵を塗る。２００℃に予熱
　 したオーブンで１５分焼く色がつくまで焼く。

（一人あたり）
エネルギー：３１２kcal
塩分相当量：      １.３ｇ

～ヘルスメイトとして一緒に活動しませんか？～

◆
高
橋　

勝
子　
　

（
桜
渡
戸
）

◆
髙
野　

り
よ
う
子
（
磯
崎
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
佐
藤　

あ
き　

（
高
城
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿

は
町
内
在
住
５
年
以
上
、
白

寿
は
町
内
在
住
10
年
以
上
の

方
で
、
誕
生
月
の
初
日
に
松

島
町
住
民
と
し
て
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

と
な
り
ま
す
。

【材料（２人分）】
冷凍パイシート（２０cm×１０cm）
・・・・・・・・・・・・・・ １枚
溶き卵・・・・・・・・・１/２個分
ベーコン（ハーフ）・・・・・ ２枚
玉ねぎ・・・・・・ １個（２００g）
コンソメ・・・・・・・・・１/２個
白ワイン・・・・・・・・・ ５０ml
水・・・・・・・・・・・ ４００ml
塩・こしょう・・・・・・・・ 少々
有塩バター・・・・・・・・ ２０g



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

２歳６か月児歯科健診 12月13日㊋

■乳幼児健診のご案内

令和２年７月～８月生

３歳６か月児健診
午後０時４５分
　　　　～午後１時12月16日㊎

令和３年４月～６月生１歳６か月児健診 12月20日㊋

令和元年５月～６月生高城避難所
多目的ホール

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

12月  5日㊊
19日㊊
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　町では、両親や祖父母が仕事や介護で日中留守にする家庭の児童を対象に、下校後に安心して過ごす場として、留守家庭
児童学級を開級しています。
●対象児童　帰宅後に両親、祖父母等が不在で保育をする者がいない松島町立小学校に在学する児童（１～６年生）
　　　　　　※ただし、低学年の児童が優先となります。
●場　　所　たんぽぽ学級（一小学区）：松島町児童館
　　　　　　ひまわり学級（二小学区）：松島第二小学校内
　　　　　　どんぐり学級（五小学区）：品井沼農村環境改善センター
●費　　用　利用料：月額２,０００円　　
　　　　　　おやつ代の実費：月額２,０００円（参考：令和４年度）
●申込書の配布場所　松島町町民福祉課こども支援班、児童館、各留守家庭児童学級、各保育所
●提出書類　入級申込書（児童の写真を添付）、児童生活調査票、勤務証明書
●受付期間　１２月１５日㊍～令和５年１月１３日㊎（土・日・祝日・年末年始を除く。）

●問合先　町民福祉課こども支援班　☎３５４‐５７９８
　　　　　松島町児童館　☎３５４‐６８８８

令和５年度松島町留守家庭児童学級入級児童募集

令和４年度　母子父子家庭等
特別相談実施日程（後期分）

　母子父子家庭が抱える養育費や親権等の
諸課題解決のため、下記のとおり無料の弁
護士相談を実施しています。なお、相談に
は事前予約が必要となります。
●場　所　宮城県母子・父子福祉センター
●日　時　
　１２月１５日㊍、令和５年１月１９日㊍、
　２月１６日㊍、３月１６日㊍
　午前１０時～正午
●問合先　宮城県母子・父子福祉センター
　　　　　☎２９５‐００１３

母子健康手帳ケースを寄贈いただきました。

　１１月８日、役場にて仙台農業協同組合様より子育て支援の一環として、
母子健康手帳ケースの贈呈式が行われ、町長が目録を受け取りました。
　仙台農業協同組合　代表理事副組合長　森山　寿行様他４名の職員の方
が来庁されました。
　１１月９日以降の保健福祉センターどんぐりでの母子健康手帳交付時や
新生児訪問等で、配布する予定です。

新規申請の方

 町民福祉課こども支援班

 午前９時～午後５時まで

継続入級の方

 各留守家庭児童学級・児童館

 開級時間内

受付場所

受付時間

松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)
　　　　　　　　　　　　　　　　　冬休み期間中は、午後４時まで
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始
新型コロナウイルス感染予防の為、開館時間を短縮
しています。詳しくは児童館までお問い合せください。

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/
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松島町

児童館
だより

１２月
号

　１０月３０日㊐にハロウィンイベントを行いました。
仮装した中学生のお姉さん達も手伝いに来てくれて、
３年ぶりに開催する児童館のイベントを盛り上げてく
れました！久しぶりのイベントに子ども達は、みんな
ニコニコ♪。小学生は児童館でゲームを楽しんだり、
館内に隠されたモンスター探しをして楽しみました。
未就学児の親子さんは「ハロウィンマーチ」と題して、
同時開催中の「文化観光交流まつり」のステージにお
邪魔して、かわいいハロウィンコスチュームを披露し
てきました

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。　
※新型コロナウイルス等の感染症予防及び感染拡大防止の観点からイベントが中止や変更になる可能性があります。予めご了承ください。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分１２月２１日㊌ 保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験し

ます。２～３歳児の教室です。

✿読み聞かせの会 【登録制】 読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　　　～１１時１２月１２日㊊

午前１０時
～午前１１時３０分１２月　７日㊌

午前１０時
～午前１１時３０分１２月１４日㊌✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの

お子さまと保護者
松島町の保健師、栄養士とお子様の成長や予防接種、ことば、離
乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来てください♪

午前１０時３０分
～午前１１時３０分１２月１６日㊎

✿３B体操
※要申し込み

12月1日㊍午前９時～受付開始

おおむね１歳の親子
定　員　６組

「３B」とは、“ボール”“ベルター”“ベル”の３つの用具を使った楽
しい体操です！親子で楽しく体を動かしましょう！
講師は佐藤多嘉子先生です。

✿赤ちゃんほっとサロン 乳児(０歳)親子
参加自由

午前１０時３０分
～午前１１時４０分
※１０時１５分から
　受付開始

お子さんに初めて生の楽器演奏を聴かせたいお父さん、お母さん、
年齢の異なるこどもたちや地域の大人と一緒にコンサートデビュー
をしてみませんか？こどもから大人まで、どなたでも気軽にお
楽しみいただけるコンサートです。
ピアノ奏者は緒方早紀子さん、フルート奏者は大場えり子さん
です♪松島高校のダンス部のお兄さんお姉さんのかっこいいダ
ンスも予定しています。

～クリスマスが　やってくる～
ピアノ＆フルート　

わくわくXmasコンサート
※要申し込み、受付中
会場、文化観光交流館
（アトレ・るHall）

１２月１０日㊏
町内在住の方
１００名程度
おおむね３歳以上

おもちゃ病院
治療が必要な
おもちゃを
ご持参ください

壊れたり動かなくなったりした大切なおもちゃをドクターがお
預かりして、可能な限り原則無料で治療します。症状によって
は一旦お預かりして後日受け渡しになる場合もあります。また、
事前に児童館で預かることも可能です。

午前１０時
　　　　～午後１時１２月１７日㊏

✿リトミックの日 自由参加
ピウピアノ音楽教室の鈴木先生がボランティアで児童館に遊び
にきてくれます。音楽に興味のある親子さん集まれ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時１２月１４日㊌

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。
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